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特集：釧路湿原達古武沼の自然再生に向けて
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 釧路湿原は，面積約 190 km2の日本最大の湿原であり，

1980年に「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿

地に関する条約」，通称ラムサール条約の湿地に登録さ

れ，1987年に第 28番目の国立公園に指定されている。

釧路湿原を形成する水系は釧路川流域であり，流域面積

は湿原面積の 13倍で約 2500 km2 にのぼる。このため，

流域土地開発に伴う汚濁負荷が水系を通じて湿原に累積

的に堆積し，樹林化が進行していることは周知の事実で

ある（たとえば中村ら , 2003; Nakamura et al., 2004）。

 釧路湿原東部には達古武沼，塘路湖，シラルトロ湖

の 3つの河跡湖があり，近年，水質ならびに生物相の劣

化が顕著になっている。富栄養化の目安となる湖水中の

全リンの濃度が 3湖沼とも増加傾向にあるほか，全窒素

については達古武沼，塘路湖で近年比較的高い値が示

されており，夏季にアオコの大発生が確認されている

（Takamura et al., 2003）。さらに，湖沼のクロロフィル a

濃度も増加傾向にあり（高村ら , 2001），水生植物（浮

葉，沈水，浮遊植物）の確認種数も明らかに減少傾向を

示している（角野ら , 1992；高村ら , 2001）。上記種に加

え，3湖沼においてマリモの現存量が減少しており（若菜 , 

1999），水生昆虫の種数低下も指摘されている (木村直

人・生方秀紀 , 未発表 )。

 なかでもアオコの大発生が確認され，水生植物の種数

が急激に減少しているのは，塘路湖と達古武沼である。

二つの湖沼をくらべると，塘路湖は 2000年以前からア

オコが発生しており，水生植物群落は激減している。一

方，2000年頃から達古武沼でもアオコの発生が認めら

れるようになったが，塘路湖とくらべて富栄養化傾向が

低いレベルに抑えられており (Takamura et al., 2003)，早

急に対応すれば，水質悪化と生物種の絶滅をくい止め

ることができる可能性が高いと判断された。そこで釧路

湿原自然再生における湖沼生態系の再生事業として，ま

ず達古武沼流域を緊急にしかも集中的に調査すること

が 2003年の環境省実務会合で決定され，本特集の企画

者である高村典子氏をプロジェクトリーダーとする研究

チームが組織され，2003年から 2年間，水文，地形，水質，

底質，プランクトン，水草，魚類，水生無脊椎動物，昆

虫などについて総合的な調査である「釧路湿原東部湖

沼自然環境調査」が実施された（環境省自然保護局東北

海道地区自然保護事務所・野生生物総合研究所 , 2005）。

本特集で発表された論文はその内容のほとんどを収録し

ているが，他にもプロジェクトグループからすでに発表

された論文としては，達古武沼の水生無脊椎動物相を紹

介した伊藤ら（2005），ウチダザリガニの分布域を予測

した Usio et al. (2006)，過去 300年の土砂堆積履歴を湖

底堆積物から判読した Ahn et al. (2006) がある。

 達古武沼流域で開発が始まったのは北海道のなかでも

早く，1890年頃には天然林の伐採がはじまり，原木を

筏で達古武沼から釧路川へ輸送していた。1900年頃か

らは，入植者が定住し酪農が開始された。今日では，丘
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陵地帯は農地開発こそ少ないものの，大規模酪農業が営

まれており，高頻度の伐採による疎林･伐採跡地，戦後

の拡大造林によるカラマツ人工林，土砂採取場などの荒

廃地が広範囲に存在し，土壌侵食に伴う細粒土砂の流出

と達古武沼への堆積も顕著になってきている。また湿原

の一部の農地開発や河道の直線化も進んでおり，湿原へ

直接的な影響を与えている。このような状況から，すで

に地元の環境市民団体，NPO法人トラストサルン釧路

がトラスト運動により保護地の取得と広葉樹林の再生を

目指して活動している。

 本特集は 10本の論文で構成されており，まず達古武

川上流域ならびに湖沼の水質の実態とその形成メカニズ

ムが議論され，湖沼有機物堆積傾向が過去に遡って解析

されている。その後，近年劣化が著しい水生植物相の過

去 30年の変遷が示され，現在の植物・動物プランクト

ンの季節変化と分布特性が詳細に報告されている。さら

に動物相であるトンボ成虫ならびに魚類と環境要因の関

連性が議論され，これらをつなぐ生態系の食物連鎖網を

明らかにするために安定同位体比を使った評価が試みら

れている。また，最後に達古武沼生態系の現状と今後の

変化を予測する目的から，数理モデルによる生態系のレ

ジームシフトが議論されている。以下，個々の論文内容

を簡単に紹介したい。

 三上らは，人為的影響のない達古武川上流部の湿地

帯において水質調査を実施した結果，高濃度に存在する

溶存無機態リンの存在を明らかにした。達古武沼には豊

富なリンが自然状態でも供給されており，富栄養化のメ

カニズムとしてリン律速というよりは窒素律速の湖であ

ることを示した。また，高村らは，達古武沼全域を覆う

54地点と流入河川 8地点で水質調査を実施し，沼南か

ら沼北に向かう明らかな変化を等濃度分布線によって空

間的に表現した。アオコが発生した湖北で富栄養化指標

物質が高い濃度で存在すること，そして沼南の不均質な

水質分布が，酸化還元電位，湧水，沈水植物などの存在

によって形成されていることを明らかにした。上野他は，

湖底堆積物中に含まれる Cおよび N鉛直分布を解析し，

過去約 300年の変化は流域の土地開発に対応しているこ

とを明らかにした。

 角野は，自身が過去に調査した内容をもとに，過去

30年の水生植物相の変化を解析し，1970年代半ばには

浮葉・沈水・浮遊植物 22種が確認されたものが 2000年

と 2003年調査では，14-15種に減少し，多くの種が量

的に激減していることを明らかにした。また 1990年代

初頭は，まだこれら植物種の多くが湖内に広く分布して

いたことを明らかにした。中川らは，達古武沼の植物プ

ランクトンの季節変化と分布域を調査し，アオコを形成

するシアノバクテリアが 6月下旬～ 7月上旬ならびに沼

北で顕著に分布すること，夏季の種分布は炭素の利用形

態の違いと対応することを示した。五十嵐らは，動物プ

ランクトンの季節変化と分布域を調査した結果，17種

類を確認し，ヒシの現存量とともに種類が変化すること

を明らかにした。

 生方・倉内はトンボの成虫を調査した結果，達古武沼

に生息する 18種を確認し，水草の被度，水深，底質な

どの環境変量との関連性を明らかにした。針生他は，沼

内と周辺河川において魚類調査を実施した結果，24種の

魚類を確認し，湖内の底質と水生植物の関連，ならびに

沼と河川合流域における多様な魚類の生息状況を明らか

にした。

 高村らは，達古武沼生態系を構成する要素間のエネル

ギーフロー，食物連鎖を明らかにする目的で，炭素・窒

素安定同位体比による解析を実施し，アオコ発生とそれ

を引き起こす水質の違いが懸濁態有機物質の同位体比に

現れていること，沼に生息する動物種の同位体比に特徴

的なパターンが認められることを明らかにした。中島・

高村は，これまでリン律速系としてモデル化されてきた

湖沼の富栄養化現象を，他の現地調査結果から導かれた

窒素律速の観点から新たに構築し，アオコの発生ならび

に沈水植物の盛衰に伴うレジームシフトを様々なシナリ

オを想定して検討した。

 筆者は，巻頭言を書くにあたってすべての原稿に目を

通し，あらためてプロジェクト参加者の努力に感銘を受

けた。2003年から 2年間というきわめて短い間に，達

古武沼生態系の過去と現状，そして未来を予想できる，

かくも多くの化学・生物学・地学的情報を集めたことは，

今後の達古武沼の再生事業を考えるうえで，重要な里標

となることは間違いない。プロジェクトリーダーである

高村典子氏の湖沼生態系保全にかける熱意と，それに賛

同して参加した執筆者諸氏に深く敬意を表したい。あと

は，こうしたデータをもとにいかなる保全対策を講じ，

具体的な一歩を踏むことができるかにかかっている。

 中島・高村（本特集）の理論をもとに考えれば，達古

武沼生態系の健全性を左右する重要な構成要素は水生植

物である。角野（本特集）の報告にもあるように，1990

年代初頭に沼全体を覆っていた沈水植物群落の大部分が

消失し，アオコの大発生が見られる現在，達古武沼はす

でにレジームシフトを起こしてしまったと解釈するのが

妥当であろう。レジームシフトを起こす 10年前にこれ
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ら問題点が指摘され，保全の対策が打てていれば，再生

の道程も早かったと思われる。今後，こうした生態系劣

化のシグナルをより早い段階に察知し，社会に対して警

笛をならすことが，研究者として強く求められてくると

思われる。

 レジームシフトを起こしてしまった現在，その履歴効

果により，流域からの負荷量を元のレベルに戻しても達

古武沼生態系が元に戻る可能性は低い。沈水植物群落を

回復させるためには，それ以上に負荷量を減らす必要が

出てくるだろうし，これ以上の酪農地からの栄養塩流出

を防ぐために，酪農家の理解を得ながら早急に対策を打

たなければならない。また，これまで人為的に排出され

た栄養塩がすでに沼周辺の湿地帯土壌に累積的に保持さ

れており，恒常的に達古武沼に流出している可能性もあ

る。これらポイントソースの確定と除去も迅速に対応し

なければならない緊急課題である。ここで示されたよう

な流域の土地開発問題に対して，環境省と関連省庁，そ

して自治体の担当者は一致協力して，具体的な保全対策

に 1日も早く取り組むことをお願いしたい。また場合に

よっては，湖水面の一時的な低下を実現し，水生植物を

復活させて，再びレジームシフトが起こる前に近い状態

を再現することが必要かもしれない。さらには，動物プ

ランクトンを捕食する魚類相の一時的な除去など，バイ

オマニピュレーションによる対策も考えられる。

 どの対策を取るにせよ，地域の理解と行政の積極的な

行動が必要であることは自明である。これらの研究成果

が埋もれることなく，本特集のタイトルにあるように，

達古武沼が再生して水草が湖面を覆う日がくることを

願って，巻頭言としたい。
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